
令和6年度 福岡県循環器病対策推進協議会

2025/2/4福岡

福岡県循環器病総合支援センターの

2か年の活動

国立病院機構 九州医療センター副院長
福岡県循環器病総合支援センター実務統括者

岡田 靖

演者は日本脳卒中学会に利益相反（COI）
に関する届け出をしています。
本講演に関するCOIはありません。



NHO九州医療センター 病院診療機能の概要
担うべき医療、求められる医療を遂行し、改善と発展を続ける

702床（一般652, 精神50, 第2種感染症指定施設）

高度総合医療施設（急性期充実体制加算）

救命救急センター（県内10か所）

がん診療連携拠点病院

DPC特定病院群（高診療密度病院群）

地域医療支援病院（福岡市第1号）

臨床研修指定病院/単独型

専門医研修基幹施設（内科・外科・総合診療）

病院機能評価認定施設(一般病院2)

HIV九州ブロック拠点病院、福岡県災害拠点病院

赤ちゃんにやさしい病院(BFH)認定施設

日本脳卒中学会認定脳卒中センターコア施設

診療科の垣根が低く、ハイリスクな合併症を有する心臓病、脳卒中、

がん、血液・造血器、感染症、肝胆膵・消化管、呼吸器、周産期、免疫疾患、

内分泌・代謝、腎臓、感覚器、骨・運動器、精神疾患等の高度総合診療に

強みを発揮する病院として地域医療・救急隊からの信頼が厚い

九州医療センター臨床研修マニュアル第２版 2024年度版より一部引用改変

令和5年度から福岡県循環
器病総合支援センター
（脳卒中・心臓病等）
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福岡県循環器病対策推進計画概要

4
健康増進課 - 福岡県庁ホームペ―ジより
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/

第1期推進計画(2年）と第２期推進計画(6年)



https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33937.html

脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業の概要
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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業の進捗状況

2024年4月現在、37都道府県で採択、2025年度モデル事業で全国に普及予定
各県で後継事業として循環器病総合支援センター機能が維持発展できるかが課題



2023年度メンバーに外部委員の脳卒中患者会代表、
心臓病在宅医療医師が参加

九州医療センターホームページ
福岡県循環器病総合支援センターを参照ください

2023年9月、ポスターを県内医療関係機関5287
か所に15000枚配布、ホームぺージでも紹介
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循環器病（脳卒中・心臓病等）総合支援センター会議
1院長

2副院長 実務統括者

3統括診療部長

4脳血管センター部長 脳卒中代表医師

5循環器センター部長 循環器代表医師

6救命救急部長

7リハビリテーション科医長

8MCセンター副センター長 医療総合支援

9循環器科医長

10看護部長 看護部統括者

11副看護部長 看護部副統括者

12病棟師長 脳血管センター

13病棟師長 循環器センター

14地域医療連携室師長

15地域医療連携室副師長 相談窓口担当

16栄養管理室長 食事・栄養

17副薬剤部長 薬剤

18理学療法士長 リハビリテーション

19医療社会事業専門員（脳） 医療制度・費用相談

20医療社会事業専門員 （心）
医療制度・費用相談

21事務部長 事務部統括者

22経営企画室長 医事部門統括者

23庶務班長 管理部門担当

24福岡脳卒中療友会会長 外部委員

プロジェクト会議は毎月第一月曜日16：30-17：20
1.相談事業： 受付に関するシステム作り 相談内容の収集と分析
2.研修事業： 研修の企画、関係者への依頼、案内作り

かかりつけ医、保健師、薬剤師、リハビリテーションスタッフなど
3.市民講座： 日本脳卒中協会、日本循環器学会との連携
4.資材開発： 脳卒中協会動画の活用、県独自の資材開発など

医師

医療ソーシャルワーカー

メディカル看護師

事務部

九州医療センター脳卒中・心臓病等総合支援センタープロジェクトチーム委員会、2025年1月

外部委員
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

プロジェクトチーム会議　毎月月曜16:30開催
4/10 5/8 6/5 7/3 8/7 9/4 10/2 11/6 12/4 1/9 2/5 3/5

打ち合わせ会議

第１月曜

脳卒中相談窓口
2023年3月31日県より広報

心臓病相談窓口
窓口担当者会議XX:00～

県民および患者に向けた啓発事業

10/1 11/1

市民公開講座２回

多職種向けの研修事業・
SCPA-J福岡県支部WEB会議
（脳卒中医療従事者ケア連合福岡県支部）

今年度は回復期・かかりつ

け医対象

啓発・教育資材の整備・開発と活用

福岡県循環器病推進計画との共同事業 12/X 2/X

福岡県内医療機関との情報共有システム構築

就労支援・両立支援に関する整備

福岡県循環器病対策協議会 年2-3回程度

患者情報交換会（ピアサポート）

専従職員・データ入力の状況

広報活動

遠隔地相談対応システム/退院時説明iPADの整備

マニュアル改訂と配布

学会関連　日本脳卒中学会・日本心臓病学会等の
研修・認定・学会発表等

　

事　　　　項
2024(令和6)年度　循環器病（脳卒中・心臓病等）支援センター年間計画案9/2版

備考

■福岡県評価

■年間活動計画案紹介

■10/11脳卒中患者ピアサポートの会開催（病院内）

脳卒中協会と合同＊

■4月脳卒中学会研修（脳卒中相談窓口多職種講習会受講）

■専従事務職員の研修および事務内容の検討

■3月年間まとめ

次年度計画立案

■脳卒中学会脳卒中相談マニュアルの活用

■4/16福岡県健康増進課担当者
との打ち合わせ

■11/15救急救命士対象
脳卒中PSLS講習会

■相談内容の集計と分析

■遠隔相談システムiPADの整備と活用

■福岡県・脳卒中協会と合同で県民公開講座 ■3/X心臓病
市民公開講座

■1/24県内回復期医療機
関向け脳卒中研修会会

■8/2県内医療機関向け心
不全研修会＊

■5/7相談内容2023の総括

■10/X福岡県循環器病対策推進協議会

■X/X 協議会 ■X/X 協議会

■大動脈緊急症に関する福岡県救急情報システムおよび

■心不全ノートによる心不全管理NWを推進

■9/27福岡県・産保センター・産業医大リハ科と
就労支援に関する共同研修会＊

■脳卒中あんしん連携ノート再配布予定

■5/7相談内容2023の総括

■福岡県循環器病総合支援センターポスター配布

■11月1日循環器
心不全WEB研修会＊

■担当者の両立支援コーディネータ研修受講を検討

■8月2日WEB会議福岡県１次脳卒中
センターとの意見交換＊

■メンバー・報告・審議事項の見直し

■4月循環器学会研修・症例提出・筆記試験（心不全療養指導士講習）

■U-tubeによる広報動画作成の検討など

■病院内相談窓口の掲示統一、病院紹介パンフレットへの正式掲載

■4/8，5/8デジタルサイネージの更新・内容の追加

■8/10ハートの日
啓発ライティング＊ ■10/29世界脳卒中デー

啓発ライティング

■日本循環器学会・脳卒中学会・脳卒中協会開発資材へのリンクと活用

■11月WEB会議１次脳卒中センターとの
相談窓口に関する意見交換

■3/X日本循環器学会・
日本脳卒中学会での担
当者の活動発表

■福岡県循環器病（脳卒中・心臓病等）回復期医療機関との情報交換会

地域連携室関連行事として8/2，1/26に企画

■8月7日心不全ハートノート関連医療機関拡大

の意見交換

■SCPA-J福岡県支部ＷEB会議
■SCPA-J福岡県支部ＷEB会議

■5/10福岡県健康増進課担当者
と産保センター合同訪問

■9月10日SCPA-J全国ＷEB会議＊

■ハートノート配布

■8/2福岡県健康増進課担当者と
心不全研修合同会議＊

■8月16日訪問福岡記念病院
心不全ネットワーク＊

■9月9日訪問福大病院
心不全ネットワーク＊

■9月6日脳卒中就労支援

リハ全国ＷEB説明会＊

■10/X病院内相談窓口の場所統一資材準備１Fホール奥

■8月13日訪問福岡県後期高

齢者医療広域連合訪問＊

福岡県循環器病総合支援センター年間計画 R6年度

会議、相談実績、県民・患者向け事業、医療従事者向け研修会、啓発資材の開発・活用、福岡県循環器病対策推進協議会と
の共同事業、両立支援、患者ピアサポート、広報活動、マニュアル改訂・配布、学会・各職種団体との共催などをロード
マップを示して着実に実践



【市民・患者・医療従事者向け広報活動】
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2023/6 JSA News寄稿 （公）日本脳卒中協会

2024/1 総合リハビリテーション2024年2月号寄稿 医学書院

2024/2 m3.com 取材記事掲載 M3編集部

【一般市民向け啓発活動】

2023/8/6 脈搏2023　トークショー、ミニレクチャー
一般社団法人日本心血管インターベ

ンション治療学会

2023/8/10 健康ハートの日　貴賓館ライトアップ 福岡県循環器病総合支援センター

2023/9/2 第14回県民公開医療シンポジウム講演 公益社団法人福岡県病院協会

2023/10/29 世界脳卒中デー　貴賓館ライトアップ 福岡県循環器病総合支援センター

2024/8/10 健康ハートの日　貴賓館ライトアップ 福岡県循環器病総合支援センター

2024/10/29 世界脳卒中デー　貴賓館ライトアップ 福岡県循環器病総合支援センター

2025/3/9 脈の日　貴賓館ライトアップ 福岡県循環器病総合支援センター
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【医療機関向け研修会、講習会の開催】
2023/8/2 第7回よかよかネットワークの会　地域で心不全再入院を防ぐ取り組み福岡県循環器病総合支援センター

2023/9/29 心不全、脳卒中後遺症に対する治療と仕事の両立支援
福岡県循環器病総合支援センター

福岡県循環器病対策推進協議会

2024/1/26
第8回よかよかネットワークの会　急性期病院から地域生活に戻るた

めの医療連携の強化
福岡県循環器病総合支援センター

2024/8/7
第9回よかよかネットワークの会　地域で心不全再入院を防ぐ取り組

み

九州医療センター地域医療連携室

福岡県循環器病総合支援センター

2024/9/27 脳卒中後遺症患者の就労支援に関するワークショップ

福岡県保健医療介護部健康増進課

福岡県産業保健総合支援センター

福岡県循環器病総合支援センター

2024/11/1
心不全在宅ケアスタッフへの研修会・地域包括ケアシステムとの協

働のための研修会

福岡県保健医療介護部健康増進課

福岡県循環器病総合支援センター

2025/1/16 脳卒中患者の意思決定支援に関する調査実施に関するWEB説明会 福岡県循環器病総合支援センター

2025/1/24
第10回よかよかネットワークの会　急性期病院から地域生活に戻る

ための医療連携の強化

九州医療センター地域医療連携室

福岡県循環器病総合支援センター
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【治療や予防に関する情報提供】

2023/8～ 脳卒中あんしん連携ノート　作成・配布
福岡県循環器病総合支援センター

公益社団法人日本脳卒中協会　監修

2023/10～ 脳卒中あんしん連携ノート　電子版作成・HPよりダウンロード配布
福岡県循環器病総合支援センター

公益社団法人日本脳卒中協会　監修

2023/10/1～31 市民公開講座　HPより限定WEB配信 日本脳卒中協会　福岡県支部

2024/6/1 市民公開講座　心臓突然死を知りAEDで救命する
日本不整脈心電学会　九州・沖縄支

部地方会

2024/10 日本脳卒中協会福岡県支部市民公開講座 日本脳卒中協会　福岡県支部

2025/3/23 循環器病に関する公開講座 福岡県循環器病総合支援センター



１．患者相談対応実績 R5年度

年間相談件数 １７５件 ９１件

８４件

脳卒中

心臓病

院外

院外

8件

１6件



１．患者相談対応実績 R6年度

年間相談件数 250件
79件

171件

脳卒中

心臓病

院外

院外

17件

１5件
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令和５年度福岡県循環器病総合支援センター企画
治療と仕事の両立支援（医療従事者向け）
2023年9月29日開催参加58名

令和6年度福岡県循環器病総合支援センター・福岡産業
保健総合支援センター企画 脳卒中の両立支援事例検討
（医療従事者向け）2024年9月27日開催 参加39名

2．医療従事者向け研修会 R5年度 R6年度



●「むくみがある」「食欲がない」などの自
覚症状があるなら（いくつあっても） 心不
全ポイント1点
●退院時から体重が一定以上増減したら3点
●1分間の脈拍が120回を超えたら4点
●横になれないほどの息苦しさがあるなら5
点と評価

心不全ポイントを地域の看護介護に生かす

福岡県循環器病総合医療センターで保健師、ケアマネー
ジャー・ヘルパー向けに研修会開催 参加150名中根英策ほか：大阪心不全地域医療連携の会」（Osaka Stops Heart Failure（OSHEF）資料

現在、福岡市（西部）・糸島医療圏で心不全ノート
を共通ツールとするネットワークを構築中

2．医療従事者向け研修会 R6年度



2．医療従事者向け研修会 R5年度 R6年度
脳卒中病院前救護 救急救命士を対象とした研修会
福岡県防災危機管理局消防防災指導課を通じて案内
（公）日本脳卒中協会福岡県支部との共催

R5年参加者 80名 R6年参加者 59名



健康ハートの日と世界脳卒中デー ライトアップ

202023年10月29日

福岡県公会堂（旧貴賓館）

2024年8月10日

3．県民向け啓発活動 R5年度 R6年度



21

心血管インターベンション学会2023
CVIT市民啓発

DJ KOOもトークショーに参加

2023年8月6日PayPayドーム

3．県民向け啓発活動 R5年度
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心血管インターベンション学会CVIT市民啓発

第３会場
(公社)脳卒中協会
福岡県支部・北九州
支部と合同でミニレ
クチャーで市民啓発

2023年8月6日
PayPayドーム

3．県民向け啓発活動 R5年度



2024年度 心臓病は日本不整脈心
電学会（福岡）
市民公開講座でAED講習会
2024年6月１日

3．県民向け啓発活動 R6年度



4．医療従事者向け資材の情報提供 R5年度

県内一次脳卒中センターおよび
回復期リハビリテーション病院
に情報提供

掲載先URL：

https://www.jsts.gr.jp/consultation/index.html



福岡県の脳卒中地域連携

脳卒中あんしん連携ノート
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福岡県循環器病総合支援センター発行2023

5．患者向け資材の情報提供と地域連携 R5年度

掲載先

https://kyushu-mc.hosp.go.jp/outpatient/nousottyu.html



ハートノート活用し、心不全再入院を予防

初回入院時に多職種でチーム医療介入

心不全の病態などを患者家族が理解できる
ように教育（患者参加型診療）

自分の心臓を理解し、うまく付き合い、
セルフコントロール

心不全ポイントで予定外受診リスクの
共通認識として使用

心不全療養指導士の活躍
（日本循環器学会・日本心不全学会認定）

中根英策ほか：大阪心不全地域医療連携の会」

（Osaka Stops Heart Failure（OSHEF）資料

5．患者向け資材の情報提供と地域連携 R6年度



心不全悪化状況を点数で客観的に表現
多職種の共通言語で、分かりやすい受診行動へ

心不全ポイントを予定外受診時の共通言語として使用

安静時の息切れ・息苦しさ
5点

脈拍≧ 120回/分
4点

体重増加（予め設定体重）
3点

自覚症状の出現
1点

大阪心不全の会監修ツール

井上修二朗：福岡県循環器病対策セミナー～心不全について考える～2024年9月18日、福岡

5．患者向け資材の情報提供と地域連携 R6年度



A病院

B病院

C病院D病院

診療所

地域で心不全を診る 意識作り

心不全教育やツールの共通化

心不全入院 予防強化

井上修二朗：福岡県循環器病対策セミナー～心不全について考える～2024年9月18日、福岡

5．患者向け資材の情報提供と地域連携 R6年度



再入院防止を目的とした病診連携

循環器専門医 2018年 27巻 P36-42

医療と介護の「共通言語」として
「ハートノート」と「心不全ポイント
自己管理用紙」のツールを使用

体重の急激な増加や自覚症状などを点数
に置き換え、
合計点数が3点以上になったら医療機関
に受診を促すという仕組み作り、
介護関係者による対応の標準化に繋がる

井上修二朗：福岡県循環器病対策セミナー～心不全について考える～2024年9月18日、福岡

5．患者向け資材の情報提供と地域連携 R6年度
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脳卒中の多職種連携を推進するSCPA-J福岡県支部を開設
R6年3月

https// www.scpaj.jp

13団体の連合体
日本脳卒中学会 日本脳卒中協会 日本医療ソーシャルワーカー協会
日本理学療法士協会 日本作業療法士協会 日本言語聴覚士協会
日本脳神経看護研究学会 日本ニューロサイエンス看護学会
日本薬剤師会 日本病院薬剤師会 日本栄養士会 日本介護支援専門員協会

6．関係団体との情報共有 R5年度
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脳卒中後の復職状況に関する調査（厚労科研）

 脳卒中後の復職は 発症後３ヵ月～６ヵ月頃と，１年～１年６ヵ月後のタイミングが多いとされている

1) Saeki,J Rehab Med, 2010. Endo, BMJ, 2017

 しかし、悉皆性のあるデータに基づいた正確な、復職率はわかっていない

 「療養・就労両立支援料」の算定は難しいという現場の声があるが、算定状況や算定困難な理由を示す
正確なデータがない

令和５年度厚労科研費FA-18
回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・普及に資する研究（主任研究者：宮本 享）

福岡県PSC 45施設
回復期リハ 68施設

7．循環器病に関する実態把握調査への協力 R5年度 R6年度



4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

厚労科研研究

事業

2022年度（令和4年度） 2024年度（令和6年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）2023年度（令和5年度）

R5年度研究FA-18:総合支援センター・多職種連携班（宮本班）

両立支援調査2023

就労支援リハ調査2024

両立支援調査2024

循環器病総合支援センター
モデル事業

後継事業 福岡県循環器病総合支援センター

意思決定
支援調査
2024

＊意思決定支援調査2024は 就労支援リハ調査2024と同時並行

厚労科研（宮本班）2024資料を一部改変

令和４年度 令和5年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

7．循環器病に関する実態把握調査への協力 R5年度 R6年度



脳卒中患者に対する相談・支援の強化
医療ソーシャルワーカー兼両立支援コーディネータ（R6年度研修修
了）の活動紹介

医療ソーシャルワーカーはそれぞれ
病棟担当があり、地域医療連携室で
看護師と情報共有

地域医療連携先の説明とリハビリ、
就労課題に関して個別相談に対応
関係機関と連携

８．相談支援体制強化 両立支援コーディネータ育成 R6年度



ELQ32G021G

2022

第2期循環器病対策推進基本計画と
脳卒中と循環器病克服5ヵ年計画が目指すもの

Check

Act

Plan

Do

第一次5ヵ年計画

第二次5ヵ年計画

第三次5ヵ年計画

第四次5ヵ年計画

医療の質向上
QOL・QOD向上

医療費の伸び抑制

20362031202620212016
（2015年基準）

脳卒中と循環器病の
年齢調整死亡率の減少

男性：9年
女性：12年

▲5％

▲5％

平均寿命の延伸

健康寿命の延伸 平均寿命と健康寿命の乖離縮小

日本脳卒中学会・日本循環器学会ほか. 脳卒中と循環器病克服第二次5ヵ年計画．2021に一部加筆

2040年までに3年以上の健康寿命延伸

発症予防・重症化予防

循環器病の研究推進

循環器病の予防と正しい知識の普及啓発

循環器病の患者支援・相談支援
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本日のまとめ
1.福岡県循環器病総合支援センターの令和5年度、
令和6年度の活動（相談実績、医療従事者向け研修実績、
県民啓発活動、参考資材の情報提供、関係団体との情報
共有、調査協力等）について報告した。

3.患者支援では治療と仕事の両立が脳卒中・循環器
病患者まで広がってきており、福岡産業保健支援センター
と連携し推進する

2.今後は県内医療機関との連携による相談支援体制の
拡充、各地域での研修推進と脳卒中、心臓病に関する
地域連携を推進する

4.福岡県循環器病対策推進計画の一翼を担い、循環器
病患者の多職種連携によるさらなる支援を推進する


